
別紙１　参考様式

1 対象地区の現状 (ha)

114 ha

90 ha

7 ha

3 ha

3.1 ha

※備考

2 対象地区の課題

3 対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

①中間管理機構の活用について

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月 直近の更新年月

高梁市川上地域

古敷・恵美須町・国吉町・名原・西谷・元町・

柳田・北・谷条・天王・菅野西・日出谷・大見

谷上・野田・槙原・本荘・上・古川・乗元上・

尾頃・東町・一之谷・しわす・音藤・松原・上

房・光安・中筋・安成・高岳・佐屋西・佐屋

東・麦之草・鈴木・大岩・正寺・上谷・川原ヶ

高瀬・相坪・小広・神野西・下刈・野呂・野田

恵迫・大井・芋原・上市・和田・谷尻・上組

上・円丸・須志・角屋・飯越・折谷

令和4年3月

　令和4年度以降は、中心経営体である認定農業者・新規就農者等26経営体（うち法人1経営体）が

27.9ｈａを担っていく。（担い手への集積率24.5％）

取組事項 対応

担い手に集積・集約化する ○

担い手の分散錯圃を解消する ○

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

③地区内における７５歳以上の農業者の耕作面積の合計

うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

　農業者の高齢化や担い手不足が深刻な課題となっている。

新規参入を促進する ○

耕作放棄地を解消する ○



4 中心経営体

経営作物 経営面積 経営作物 経営面積 農業を営む範囲 個人情報同意

1 トマト 22a トマト 22a
ぶどう 18a ぶどう 18a
白菜 10a

2 ぶどう 22a ぶどう 22a

水稲 42a 水稲 60a

3 ぶどう 10a ぶどう 10a

水稲 85a 水稲 85a

4 ぶどう 46a ぶどう 46a
水稲 200a 水稲 200a
野菜 130a 野菜 50a

5 トマト 34a トマト 34a

6 トマト 15a トマト 15a

7 水稲 320a 水稲 500a

8 ぶどう 36a ぶどう 46a

9 肉用牛 80頭 肉用牛 80頭

10 人参 50a 人参 100a

ほうれん草 30a ほうれん草 60a

11 ぶどう 110a ぶどう 110a

野菜 150a 野菜 200a

12 水稲 40a 水稲 40a

野菜 64a 野菜 64a

13 野菜 35a 野菜 86a

14 野菜 34a 野菜 34a

15 ぶどう 50a ぶどう 50a

水稲 60a 水稲 60a

16 牧草 100a 牧草 100a

17 トマト 30a トマト 30a

18 トマト 30a トマト 30a

経営作物 経営面積 経営作物 経営面積 農業を営む範囲 個人情報同意
属性

農業者 現状 今後の農地の引受け意向

生年月日

属性
農業者 現状 今後の農地の引受け意向

生年月日
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19 ぶどう 40a ぶどう 40a

20 ぶどう 26a ぶどう 26a

水稲 42a 水稲 42a

21 ぶどう 42a ぶどう 42a

22 ぶどう 20a ぶどう 20a

23 ぶどう 41a ぶどう 52a

24 水稲 658a 水稲 658a

野菜 50a 野菜 50a

25 飼料作物 25a 飼料作物 25a

26 トマト 20a トマト 20a

計 27.4 ha 30.5 ha
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